
第３０回京都府消防操法大会会場設営等業務委託仕様書 

 

 

第１ 名 称  

第３０回京都府消防操法大会における会場設営等業務  

 

第２ 日時・会場 

日時：令和８年８月３０日（日）午前９時３０分から午後４時 

会場：京都府立丹波自然運動公園補助競技場 

（予備日：令和８年９月６日（日）午前９時３０分から午後４時） 

 

第３ 開催目的 

京都府内消防団の模範的な消防ポンプ操法を実施し、消防団員の消防技能の向上と士

気の高揚を図り、もって消防活動の充実に寄与することを目的とする。  

 

第４ 主催 

京都府、公益財団法人京都府消防協会 

 

第５ 目標入場者数  

約１，５００人  

 

第６ 委託業務内容  

１ 明細書に記載する物品の設営及び撤去を行うこと。 

２ 会場設営は、原則、令和８年８月２８日（金）１３時００分から２９日（土）２１時

００分までに実施することとし、必要に応じ、３０日（日）も実施すること。 

(延期の場合は原則、令和８年９月４日（金）１３時００分から５日（土）２１時００

分までに実施することとし、必要に応じ、６日（日）も実施すること。)  

３ 大会の進行に支障のないよう設営を行い、レイアウト等は適宜京都府と協議すること。 

４ 立看板及び駐車場係の物品等、会場レイアウト図に記載のないものの配置、設営等に

ついては、別途指示する。 

５ その他、契約書及び仕様書に定めのない事項や細部の業務内容については、京都府と

協議して決定するものとする。 

 

第７ 報告書の作成等 

報告書は、実施した項目全てを記載した内容で作成する他、設営時の写真も添付する

こと。 



明細（設営・賃借物）

正門（看板4000×45　2枚含） 1 門
会場入口（看板含） 1 門

立看板　３尺×６尺 受付・駐車場・弁当引渡所等 10 枚
「本部」２・「来賓」２・「審査員」・「南丹・船井支部動員」
湯茶所・救護・消防団ＯＢ・ゴミ回収所　等

休憩室表示 「休憩室」（トレーニングセンター研修室） 1 枚

カラーコーン 来賓用：20個，予備駐車場：10個 30 個
コーンバー 来賓用：15本，予備駐車場：5本 20 本

テント　２×３Ｋ 10 張
長机 白布付 15 脚
パイプイス 150 脚

テント　２×３Ｋ 2 張
長机 白布付 3 脚
パイプイス 30 脚

テント　２×３Ｋ 3 張
長机 白布付 12 脚
パイプイス 20 脚
掲示板 白色有孔ボード 2 台
放送設備 CDカセット含む 1 式

テント　２×３Ｋ 待機席 25 張

テント　２×４Ｋ 1 張
テント横幕 8 間
簡易ベット 折りたたみ式で布地 4 台
長机 ビニール張り 1 脚
パイプイス 2 脚
簡易担架 1 台
扇風機 工場扇 2 台

テント　２×３Ｋ 補助グラウンド 1 張
長机 ビニール張り 5 脚
寸胴茶 8 杯
紙コップ 800 個
丸盆 2 枚
トレー 4 枚
おしぼり 500 本

コンプレッサー 積載車、エアータンク含む 1 台
真砂土 2 ㎥
ラインカー ライン引きを含む 3 台
石灰 2 袋
手旗 赤4・白2・青2 8 本
シート押鋼管 ４ｍ鋼管 50 本
土嚢 50 枚
ライン設置費 ベニヤ板、ペンキ他（別添ライン設置図参照） 1 式
整備用具 コース整備用（詳細は別紙のとおり） 1 式
演台 来賓挨拶及び表彰用 1 台
紅白幕 演台用 2 間
仮設電源 (2kw×8口) 1 台
ミストファン 4 台
アイスノン冷却 1 式
設営・撤収費 会場・操法コース設営・撤去 1 式

救護席

湯茶所

その他

本部席　１

本部席　２

待機席及び補助員テント

駐車場係

来賓席

第30回　京都府消防操法大会明細

名称 数量
門・看板等

アーチ

立札（台付き） 13 枚



設置場所 種　類 本　数 備　考

経口補水液　５００ｍｌペット 160 要冷蔵
スポーツドリンク　５００ｍｌペット 80 要冷蔵
茶　５００ｍｌペット 80 要冷蔵
ブロック氷 10
塩飴（袋数） 5
経口補水液　５００ｍｌペット 15 要冷蔵
スポーツドリンク　５００ｍｌペット 15 要冷蔵
茶　５００ｍｌペット 15 要冷蔵
冷却パック（箱） 2
絆創膏（枚） 50
塩飴（袋数） 2
経口補水液　５００ｍｌペット 60 要冷蔵
スポーツドリンク　５００ｍｌペット 60 要冷蔵
茶　５００ｍｌペット 30 要冷蔵
塩飴（袋数） 3
スポーツドリンク　５００ｍｌペット 50 要冷蔵
茶　５００ｍｌペット 50 要冷蔵
ブロック氷 10
塩飴（袋数） 5

弁当販売所 ブロック氷 5
陸上管理棟 茶５００ｍｌペット 20 要冷蔵

第30回　京都府消防操法大会明細（飲料準備本数）

南丹・船井支部動員（約８０人）

救護場所

審査員（約３０人）

本部・来賓湯茶所



■コース整備用具について 
 

【トンボ類】 

木製のトンボ ・・・ １１本（６＋５） 

整備用ブラシ ・・・ ８本（５＋３）  

水切り    ・・・ ５本（３＋２） 

一輪車    ・・・ １０台（６＋４）  

 

【スコップ】 

角スコ    ・・・ １０本（６＋４） 

剣スコ    ・・・ ３本 

 

【その他】 

バケツ    ・・・ ４（放口の水受け用） 



【会場レイアウト(操法時)】

啓発ブース 弁当販売・引換

斜面

救護場所 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ゴミかご 掲示板（祝電・タイム）
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ミストファン 湯茶所 ミストファン 　受付
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【会場レイアウト(操法時)】

啓発ブース 弁当販売・引換

斜面（観戦スペース）

救護場所 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ゴミかご 掲示板（祝電・タイム）

メイン入口
ミストファン 湯茶所 ミストファン 　受付

(可能なら湯茶所)
OB会 来賓席 本部席① 本部席② 審査員席 整備等要員

旗 消火栓
・・ ・・

第1コース
火 （ポンプ車） 水槽

火

第2コース
（小型ポンプ） 水槽

火

第3コース 水槽
火 （小型ポンプ）

市町村待機テント 車両出入口

ミストファン ミストファン
雨天走路

通路（占有禁止） 喫煙所
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白線（ライン



【ライン引きについて】

演台周りのライン引きについて(選手宣誓用)

※１～２６の消防団の団旗持ちが一人ずつ並びます。

ラインは必ず左右対称となるよう（１３と１４の間が左右対称の分かれ目）

にして下さい。

演台横のライン引きについて（大会役員の立ち位置確認用）
一枠80cm

14人分の枠 10人分の枠
※人数は変更の可能性あり ※人数は変更の可能性あり
府に要確認 府に要確認

ポンプ車及び小型ポンプの待機場所ライン引きについて

２．５ｍ
３ｍ

５．０ｍ

※ポンプ車と小型ポンプ待機場所の間は３ｍ空ける

②
③ ④

④
⑥

⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑱
⑲

別紙２
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⑮ ⑯
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演台
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演台から半径４ｍの半円を

描き、１～２６まで数字と枠

線のラインを描く。（演台前

の階段から半円の中心ま

では、２ｍ空ける）

２ｍ

階

段



整列ライン引きについて

※数字は不要

※演台から見て左右対称となるようにして下さい

ライン幅：１．５ｍ

26

ライン幅：５０ｃｍ

間隔：１．５ｍ

▲
セ
ン
タ
ー

演台

本部テント１ 本部テント２

３ｍ

選手宣誓の半円

間隔：６．６ｍ



ポンプ車操法ライン 

５０ｃｍ 

幅５ｃｍ 

別紙４

Administrator
長方形



 延長体系図 

 

 

５０ｃｍ 

５０ｃｍ 

幅５ｃｍ 

幅５ｃｍ 



 

 

３ 小型ポンプ操法の待機位置等 

 

  



 

 

６ 延長体系図 

 

５０ｃｍ 幅５ｃｍ 

５０ｃｍ 幅５ｃｍ 



ポンプ車の中心から左右４ｍ 

指揮者監視位置にはシートは

設定しない。 

放水停止線からシートまで 10ｃｍ 

        　　　　着水点用シートの設置箇所（ポンプ車） 

別紙3

ブルーシート上に
火点の位置を明示すること



　　　　着水点用シートの設置個所（小型ポンプ） 

 小型ポンプの中心から火点側３ｍ 

指揮者監視位置にはシートは

設定しない。 

放水停止線からシートまで 10ｃｍ 

ブルーシート上に
火点の位置を明示すること



〇ブルーシートの重ね方 

  

幅 180ｃｍのものを折りたたんで重ねていく。 

  火点側に水を捌けさせられるように重ねる。 

 

 

 

火点側 

 

 ×           〇 

 
 

 

 

 

 

 

 

水利側 


